
過去の研究実績 現在、注力し࡚いࡿ研究 今後取ࡾ組࡛ࢇいࡁ
たい研究 

1. 放電励起࣮࣮ࣞࢨ
の基礎研究、プࣛ
 マ内の反転分布ࢬ

2. 放射性廃棄物の࡞
い原子力ࢸࢫࢩム
の可能性検討 

3. 放電プࣛࢬマࢆ用
いた同位体分離の
研究 

4. プࣛࢬマ内の原子
分子過程のモࣝࢹ
化、そࢀ基࡙く
プࣛࢬマ電子温
度࣭密度の診断 

1. プࣛࢬマ化学1：原子のプࣛࢬマ分光計測 

原子࣭分子過程のモࣝࢹ化電子温度࣭密度の
発光分光計測法開発 

2. プࣛࢬマ化学2：分子のプࣛࢬマ分光計測 

熱構造࣭反応性ࣛࢪカࣝ密度計測 

3. プࣛࢬマ物理学：超音速希薄プࣛࢬマの特性計測
 ࢢンࣜࢹ数値モ

1. 成膜プࣟࢫࢭプࣛ
化ࣝࢹマのモࢬ
新た࡞発光分光計
測法の開発 

2. 水中ア࣮ࢡプࣛࢬ
マの原子炉廃止措
置工学への応用 

 

 

 
 
 
 

③http://www.lane.iir.titech.ac.jp/~hakatsuk/，hakatsuk@lane.iir.titech.ac.jp 

উラ६マ内दの励起状態生成
消滅をモॹル化しथ定量的に
理解しؚそोに基तいथউラ
६マ発光の分光計測結果を解
釈しؚউラ६マ特性を分光計
測によॉ求めॊこधを目指し
थいます؛併せथ核融合以外
の原子力分野へのউラ६マ応
用可能性を模索しथいます؛ 

代表的研究例 

電気電子工学 プラズマ プラズマ計測，プラズマ分光学 

電気電子系 准教授 赤塚 洋 

উローঈ計測
धおよそ一致 

発光分光によॊ半導体
উロ७५向けউラ६マ
電子温度計測 

半導体プ࣭ࣟࢫࢭ光
学機器成膜プࣟࢫࢭ
のプࣛࢬマ計測 

N2५ペクॺルの理
論計算 

• 実験の見事࡞
一致 

• 選択規則ࢆ見直
し理論計算精度
向上 

• 窒素解離度ࡀ計
測可能 


